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内堀雅雄福島県知事が来町
塙町健康講演会が開催されました

伊香おすわさま

華華華麗麗麗ななダダリリアにに真真真心心込込めめめてて
 ７⽉５⽇（⽊）に、宮⽥秀利町⻑との意⾒交換会の
ため、内堀雅雄福島県知事が来町しました。意⾒交換
会の後は、台宿にあるダリア栽培施設を視察し、内堀
知事が収穫したダリアを、塙町地域おこし協⼒隊の２
⼈が花束にして贈呈しました。（関連２・３ページ）
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意見交換会で、町の誕生祝い品「花のつみき」を手に笑顔を見せる内堀知事

ダ
リ
ア
の

栽
培
状
況
な
ど
を

視
察

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
が
来
町

　

７
月
５
日
（
木
）
に
内
堀
雅
雄
福
島
県

知
事
が
来
町
し
、
塙
町
竹
交
流
施
設
（
台

宿
）
で
宮
田
秀
利
町
長
、
小
松
利
顕
副
町

長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
野
地
誠

県
南
地
方
振
興
局
長
も
同
席
し
、
町
の
現

状
や
課
題
な
ど
を
含
め
、
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
意
見
交
換
会
の
後
、
塙
町

竹
交
流
施
設
隣
り
の
ダ
リ
ア
栽
培
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。
施
設
で
は
、
塙
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
川
村
空
也
さ
ん
、
有
村

明
希
子
さ
ん
が
内
堀
知
事
に
自
己
紹
介
を

し
、
ダ
リ
ア
の
栽
培
方
法
や
手
入
れ
の
仕

方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
が
推
進
し
て
い
る
竹
パ
ウ

ダ
ー
農
法
の
効
果
や
、
地
域
お
こ
し
協
力

■
宮
田
秀
利
町
長
ら
と
意
見
交
換

■
台
宿
の
ダ
リ
ア
栽
培
施
設
を
見
学

隊
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
持
続
可
能
で
環

境
に
優
し
い
花
づ
く
り
の
証
で
あ
る
「
Ｍ

Ｐ
Ｓ
（
花
き
産
業
総
合
認
証
）」
の
取
得

に
向
け
た
活
動
内
容
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
協
力
隊
の
す
す
め
で
、
内
堀
知
事
自

ら
、
葉
か
き
や
芽
か
き
を
体
験
し
、
昨
年

の
「
第
44
回
福
島
県
花
き
品
評
会
」
で

高
賞
の
金
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を
受

賞
し
た
ダ
リ
ア
「
天
涯
」
を
見
て
「
本
当

に
大
き
く
て
素
敵
な
花
で
す
ね
」
と
感
想

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
ダ
リ
ア
の
収
穫
体

験
も
行
い
ま
し
た
。
内
堀
知
事
が
収
穫
し

た
ダ
リ
ア
は
、
協
力
隊
の
２
人
の
手
で
花

束
に
さ
れ
、
内
堀
知
事
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、こ
の
模
様
は
、７
月
７
日（
土
）

の
「
キ
ビ
タ
ン
県
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

　結婚式などでダリアの人気が高まっている中国

（北京）へ、塙町のダリアが輸出されることになり、

７月中旬から毎週、現地で販売されています。日持

ちしないといわれるダリアですが、塙町のダリアは、

収穫から１、２日で㈱大田花き市場（東京）に搬入

され、中国に出荷されています。秋田や山形、北海

道と比較しても、鮮度が高いまま出荷できることな

どから、輸出されることになりました。今後は売れ

行きを見ながら出荷数を調整していきます。

はなわのダリアが中国へ

昨年の福島県花き品評会で農林水産
大臣賞を受賞した「天涯」

 地⽅創⽣拠点整備推進交付⾦を活
⽤し、旧こんにゃく試験地庁舎の⼀
部を改修して整備された施設。⽵パ
ウダーを使⽤した農作物「は☆⽵ま
る」の栽培講習会、新規就農者研修
会、モニターツアーなどの交流会
をはじめ、モニターツアー体験メ
ニューを提供する⼈材育成の研修・
情報交換、「は☆⽵まる」料理講習会、
６次化商品開発などの活動の場所と
して、また、⽵パウダーの製造・推
進拠点として活⽤される施設。今回、
宮⽥町⻑と内堀知事との意⾒交換会
の会場となりました。

塙町竹交流施設（台宿）

内堀知事にダリア栽培の説明をする川村さん㊨と有村さん（㊨から３）

内堀知事と意見を交わすことができ、とても貴重な時間となりました有村さん㊨から内堀知事に花束が贈呈されました
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　塙の夏の風物詩、第 89 回塙流灯花火

大会が、８月 15 日（水）に開催されます。

川上川では大型灯籠をはじめ、中小型の

灯籠が次々と流され、夜空には大輪の花

火が打ち上がり、空と川面を色鮮やかに

照らします。

　また、町商店街通りには露店が並び、

町商工会青年部によるイベントや「踊り

流し」を行います。そのほか、商店街イ

ルミネーションを行い、流灯花火大会に

花を添えます。皆さん、夏の思い出づく

りに、ぜひご来場ください。

■問い合わせ

　塙流灯花火大会協賛会事務局

　（塙町商工会内）

　☎４３－０３７１

○流灯大会（川上川／午後７時から）　　　　

○施餓鬼供養（桜木橋周辺／午後７時から）　

○花火大会（午後７時２０分から）

○露店販売（本町・栄町地内／午後２時から）

○よさこい踊り（白河信用金庫駐車場 / 午後４時から）

○花火と音楽の祭典（旧かつた駐車場／午後７時から）

○踊り流し（午後８時から）

○商工会青年部イベント（午後 2 時から）

　・売店　・大ビンゴ大会　・フェイスペイント

　・バルーンショー

　・塙まつりばやし鼓若太鼓演奏　など

■主なイベント■主なイベント

■空と川の鮮やかな共演

平成 30 年８⽉１５⽇（⽔）平成成 30 年８⽉１５⽇（⽔

第８9 回

塙流灯花⽕⼤会

 1941 年 4⽉塙町⽣まれ。1967 年 3⽉に⽇本
⼤学医学部を卒業し、1972 年 3⽉に⽇本⼤学⼤
学院医学研究科博⼠課程卒業。ハーバード⼤学医
学部留学などを経て、1992 年 11 ⽉に⽇本⼤学
教授に就任。2007 年 4⽉に公⽴阿伎留医療セン
ター院⻑就任、2008 年 12 ⽉に⽇本⼤学名誉教
授の称号が授与され、2013 年 8⽉に阿伎留病院
企業団企業⻑兼院⻑に就任し、現在に⾄る。「健
康増進と予防医学推進のために」と町にも多額の
⾦員を寄附されており、2017 年 11 ⽉に塙町功
労者表彰（善⾏表彰）を受賞した。

荒川泰⾏さん

塙町健康づくり講演会を開催

生活習慣を見直し健康寿命を
伸ばすポイントを学ぶ 　

７
月
６
日
（
金
）
に
、
塙
町
健
康
づ
く

り
講
演
会
が
塙
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
塙
町
（
材
木
町
）
出
身
で
、

阿
伎
留
病
院
企
業
団
企
業
長
兼
公
立
阿
伎

留
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
で
日
本
大
学
名
誉

教
授
の
荒
川
泰
行
先
生
を
お
迎
え
し
、「
め

ざ
せ
！ 

健
康
長
寿
～
あ
な
た
の
生
活
習

慣
は
本
当
に
大
丈
夫
か
？
～
」
と
題
し
て

講
演
会
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０
人
が
聴
講

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
荒
川
先
生
の

経
験
と
知
識
に
基
づ
き
、
栄
養
・
運
動
・

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
健
康
の
自
己

管
理
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
趣
味
や
生

き
が
い
・
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
住
み
慣
れ
た
町
で

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
が
ん
大
国
で
あ
る
が
、

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
完
治

で
き
る
こ
と
か
ら
「
定
期
的
な
が
ん
検
診

の
受
診
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す
」
と
、
が
ん
検
診
の
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

が
ん
検
診
の
重
要
性
と
、
自
身
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

塙
町
（
材
木
町
）
出
身
の

荒
川
泰
行
先
生
が
講
師
に

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

荒川先生の講演に聞き入る参加者

　白石信雄さん（本

町）への瑞宝双光章

叙勲伝達式が、７月

２日（月）に役場応

接室で行われ、宮田

秀利町長から、白石

さんに勲記と勲章が

伝達されました。白

石 さ ん は、 昭 和 25

年に福島師範学校を卒業し、鮫川村立渡瀬小学校教

諭となり教員生活を始めました。以後、常豊小学校、

鏡石第一小学校、東館小学校で教員生活を送り、鮫

川小学校、社川小学校で教頭を、昭和 60 年に内川

小学校の校長を務めました。白石さんは「長年にわ

たり、皆さまからご指導いただいたおかげです。今

後は、少しでも皆さん恩返しができればと思ってい

ます」と受章の喜びを語りました。

教育行政への貢献が評価
―⽩⽯信雄さん（本町）が瑞宝双光章受章―

瑞宝双光章を受章した白石さん㊥

　故神永一之さん（柳町）への旭日単光章叙勲伝達

式が、７月２日（月）に役場応接室で行われ、野地

誠県南地方振興局長から、一之さんの長男である利

一さんに勲記と勲章が伝達されました。神永さん

は、平成４年３月 31 日に塙町議会議員に当選以来、

平成 16 年３月 30 日までの３期 12 年にわたり、議

会議員として地方自治の振興に尽力されました。伝

達式に同席した宮田秀利町長は「議会議員として

の 12 年間の功績が

評価され、町として

も大変栄誉なことで

す」と受章を称えま

した。

地方自治振興への尽力が評価
― 故神永⼀之さん（柳町）が旭⽇単光章受章―

◀野地誠県南地方振興局

長から旭日単光章を伝達

された神永利一さん㊨

４2018－8広報広報５ 2018－8



　

夏
を
迎
え
、
露
地
の
ダ
リ
ア
も

咲
き
始
め
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し

た
。
今
月
は
、
ダ
リ
ア
を
始
め
る

ま
で
に
多
く
の
種
類
の
花
を
栽
培

さ
れ
て
き
た
お
２
人
で
す
。

●
鈴
木
　

茂
さ
ん
（
山
形
）

　

切
り
花
の
栽
培
を
始
め
て
20

年
。
花
木
の
生
産
は
、
そ
れ
よ
り

も
前
か
ら
行
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン

の
花
農
家
さ
ん
で
す
。
切
り
花
は

ダ
リ
ア
を
は
じ
め
、
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
や
カ
ラ
ー
な
ど
複
数
の
花

の
生
産
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
の
畑
が
も
と
も
と
傾
斜

地
で
、
花
木
栽
培
に
着
目
し
、
花

づ
く
り
を
始
め
た
の
が
40
年
以
上

前
。「
昔
は
、
生
け
花
の
花
材
生

産
を
専
門
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
華
道
の
衰
退
か
ら
リ
ン
ド
ウ

な
ど
の
切
り
花
生
産
に
シ
フ
ト
し

ま
し
た
。
今
で
も
花
木
へ
の
情
熱

は
変
わ
ら
な
い
し
、
日
本
人
の
心

で
あ
る
生
け
花
の
復
活
を
望
ん
で

い
ま
す
」
と
、
時
代
の
流
れ
と
ご

自
身
の
生
産
活
動
に
つ
い
て
話
す

茂
さ
ん
。
ダ
リ
ア
の
栽
培
も
、
町

か
ら
の
声
か
け
と
同
時
に
開
始
し

ま
し
た
。「
他
の
花
と
比
べ
、
ダ

リ
ア
は
芽
か
き
な
ど
の
手
入
れ
が

大
変
。
花
木
に
比
べ
て
も
日
照
り

や
台
風
な
ど
、
天
候
に
左
右
さ

れ
る
の
は
怖
い
」。
そ
れ
で
も
ダ

リ
ア
栽
培
を
続
け
る
の
は
「
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
花
の
鮮
や
か

さ
が
魅
力
。
町
の
花
と
し
て
も
思

い
入
れ
が
あ
っ
て
続
け
て
い
ま

す
」。

　

現
在
は
、
ご
自
宅
前
の
「
雲
海

の
里
」
と
い
う
里
山
づ
く
り
、
そ

し
て
町
議
会
議
員
の
仕
事
を
か
け

も
ち
し
な
が
ら
の
花
づ
く
り
を
通

し
て
、
町
や
地
域
の
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。「
議
員
と
し

て
の
活
動
が
多
忙
で
、
花
づ
く
り

も
妻
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
息
子
が
就
農

し
た
の
で
、
手
伝
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
」
と
、
息
子
さ
ん
へ

の
期
待
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
渡
邉
松
吉
さ
ん
（
片
貝
）

　

ご
自
宅
で
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
花
瓶
に
咲
い
て
い
る
き
れ
い

な
青
紫
の
カ
キ
ツ
バ
タ
。「
片
貝

と
か
里
美
の
そ
っ
ち
こ
っ
ち
に

作
っ
て
い
る
か
ら
大
変
だ
よ
。
カ

キ
ツ
バ
タ
は
、
始
め
て
も
う
20
年

に
な
る
」。
松
吉
さ
ん
か
ら
矢
塚

で
の
花
の
栽
培
に
つ
い
て
、
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

標
高
の
高
い
矢
塚
地
区
。
松
吉

さ
ん
の
親
の
世
代
の
方
々
が
開
拓

に
入
り
、
初
め
は
炭
焼
き
が
生
業

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
松

吉
さ
ん
は
イ
ン
ゲ
ン
と
と
も
に
リ

ン
ド
ウ
や
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ス
タ
ー

チ
ス
な
ど
の
栽
培
に
携
わ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。「
こ
こ
ら
に
吹
く
山や

ま

背せ

っ
て
い
う
湿
っ
ぽ
く
冷
た
い
風

や
、
土
地
の
水
は
け
の
問
題
な
ど

で
、
い
ろ
い
ろ
試
す
こ
と
に
な
っ

た
ん
だ
」
と
、
矢
塚
の
方
々
が
直

面
し
た
苦
労
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
や
人
と

の
出
会
い
を
経
て
、
今
で
は
カ
キ

ツ
バ
タ
や
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
、
花

木
な
ど
を
栽
培
。
ダ
リ
ア
栽
培
に

も
６
年
ほ
ど
前
か
ら
着
手
さ
れ
、

今
で
は
８
０
０
球
を
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。「
ダ
リ
ア
は
、
他
の
花

に
比
べ
て
本
当
に
強
い
ね
。
生
育

も
旺
盛
で
育
て
や
す
い
。
自
分
が

い
い
な
と
思
え
る
品
種
を
こ
だ

わ
っ
て
育
て
て
い
る
よ
」。

　

松
吉
さ
ん
は
、
切
り
花
生
産
の

ほ
か
に
も
、
矢
塚
の
県
道
沿
い
に

観
光
目
的
の
ダ
リ
ア
花
壇
や
花
ハ

ス
の
池
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。「
遊
休
池
を
活
用
し

て
花
を
作
り
、
矢
塚
に
来
て
く
れ

た
人
が
『
も
う
一
度
来
た
い
！
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
ん
だ
。
自
慢
の
ハ
ス
池
、
町
の

人
に
も
ぜ
ひ
見
に
来
て
ほ
し
い

な
」。

　

花
農
家
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
の
中

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
変
遷
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
へ
の
思

い
が
あ
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
訪
問
で
し
た
。（

記
・
川
村
）

おこ し
協力隊体験記

地
域

Kawamura × Arimura

昔から紡がれてきた歴史の深さを学ぶ

とともに、地域への熱い思いを感じる

地域おこし協力隊

㊧有
ありむら

村明
あ き こ

希子さん ㊨川
かわむら

村 空
ひろなり

也さん

【写真㊤】渡邉さん
は観光のためダリア
の花壇を整備しまし
た【写真㊦】自慢の
ハス池。皆さんもぜ
ひご覧ください

【写真㊤】茂さんと奥さんのいつ子さん㊨
【写真㊦】リンドウがとてもきれいに咲い
ていました

株式会社

塙町振興公社営業報告
第２１期（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）

　株式会社塙町振興公社の第 21 期（自：平成 29 年

４月１日～至：平成 30 年３月 31 日）営業報告につ

いてお知らせします。

　湯遊ランドはなわ・お食事処「天領」の総売上

額は 284,511 千円で、前年度比 6,845 千円の減少と

なりました（表１参照）。また、純利益額は環境改

善補助金および東京電力からの損害賠償金を含み

4,231 千円で、前年度比 18,452 千円の増加となりま

した。（表２参照）。関東圏からの顧客の利用低迷と、

個人消費の足踏み状態に加え、宿泊では前期より若

干の増加が見られたものの、未だ消えぬ原発事故へ

の風評被害により全体的な減収となっています。同

社は、今後も経費削減に努めるとともに、新たな顧

客の獲得に向けて、さらなる営業努力とサービス向

上を図っていきます。

表１ 売 　上 （単位：千円・税抜）

部　　門 平成２9年度平成２８年度 増　減

湯遊ランドはなわ 249,976 254,814 ▲ 4,838

お食事処「天領」 34,535 36,542 ▲ 2,007

合　計 284,511 291,356 ▲ 6,845

表２ 利 　益（損失） （単位：千円・税抜）

部　　門 平成２9年度平成２８年度 増　減

営 業 利 益 ▲ 43,760 ▲ 30,932 ▲ 12,828

経 常 利 益 ▲ 7,032 ▲ 14,036 7,004

当期純利益 4,231 ▲ 14,221 18,452

■経営状況改善に向けさらなる営業努力を図る

　塙町地域公共交通活性化協議会では、高齢者などを

中心とする「移動制約者」の支援のため、９月から

11 月までの３カ月間、高城地区（台宿１・２区、稲

沢区、伊香区、植田区、真名畑区）を対象に、試験運

行を行う予定で、そのモニターを募集しています。

■対象者（次のいずれかに該当する高城地区の方）

　① 65 歳以上の方（運転免許証所持者も可）　② 運転免許

証自主返納者（または検討中の方）　③ 身体的事情などで

運転できない方

■申込方法　

役場へモニター登録申請書をご提出ください。なお、

必要書類などについては、お問い合わせください。

■募集期間　８月 31 日（金）まで

■タクシー利用料金助成額

　乗車料金の 800 円を超えた額を助成します。

　（例）乗車料金 2000 円の場合、町が 1200 円を負担します。

■利用時間　午前７時から午後９時

■利用条件

　申請時に交付する「利用券」をタクシーの運転手に

渡してください。町内での乗降車に限り、利用は 12

回が上限です。利用は塙町内に限り、利用時間は、午

前７時から午後９時までとなります。なお、期間終了

後、アンケートに答えていただきます。

■問い合わせ

　まち振興課　地域づくり係　☎４３－２１１２

⾼城地区（台宿１・２区、稲沢区、伊⾹区、植⽥区、真名畑区）を対象に

タクシー利⽤料⾦助成制度のモニターを募集します
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心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
検
査
、
血
清

尿
酸
値
お
よ
び
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検

査
（
腎
臓
の
機
能
低
下
の
度
合
い
）
が
、

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

検
診
当
日
、
国
保
の
方
で
腹
囲
の
血

圧
測
定
値
な
ど
で
該
当
し
た
方
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
町
保
健
師
と
栄
養
士
が
ご

案
内
し
ま
す
。
毎
日
忙
し
く
、
自
分
の

健
康
は
後
回
し
に
頑
張
っ
て
い
る
方

も
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
３
日
（
金
）
の
回
覧
で
、
世
帯

ご
と
に
健
診
の
物
品
を
お
配
り
し
て
い

ま
す
。
健
診
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
健
診
受
診
録

（
問
診
票
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
る
と
「
は
な
わ
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
」
の
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
特
定
健

診
、
健
康
診
査
、
39
歳
以
下
の
健
康
診

査
な
ど
…
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
／
が
ん

検
診
な
ど
…
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
）。

　

３
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
「
ふ
く
し
ま

健
民
カ
ー
ド
（
お
得
な
特
典
あ
り
）」

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記
入

台
紙
は
、
役
場
窓
口
ま
た
は
町
Ｈ
Ｐ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

　
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

　　

　西の国と東の国の間の谷間に住むか

あさんと２人の息子。かあさんは息子

たちやじゃがいもを守るため、家のま

わりを塀で囲みました。やがて２つの

国は戦争を始めました。しかも東と西

に兄弟も分かれてしまい…。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

愛
と
平
和
の
本

８月の
テーマ

「じゃがいも　　
かあさん」

アニタ･ローベル／作・絵

いまえ よしとも／訳

（偕成社）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

「コンパニオンプランツの
野菜づくり」

木嶋 利男／著
（家の光協会）

　育ちが良くなる！ 病害虫に強く
なる！ 植え合わせワザ 88。コンパ
ニオンプランツとは、農薬や化学肥
料に頼らない栽培テクニックです。
異なる種類の植物が恩恵を与えあい
ながら「共生」し、おいしい野菜に
育っていくのです。

総合健診は９月７日から始まります
健康推進だより ㊲

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
      ※１１⽇（⼟）と１５⽇（⽔）は午後５時までの開館となります。
■休 館 ⽇ ６⽇（⽉）、１３⽇（⽉）、２０⽇（⽉）、２７⽇（⽉）

【図書館の開館・休館情報（８⽉）】

　

塙
工
業
高
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格

取
得
を
奨
励
し
、
放
課
後
な
ど
充
実
し
た

課
外
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み

中
も
第
二
種
電
気
工
事
士
の
合
格
を
目
指

し
、
実
技
の
練
習
に
励
む
生
徒
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
電
気
工
事
士
は
ビ
ル
、工
場
、

商
店
、
一
般
住
宅
な
ど
の
電
気
設
備
の
安

全
を
守
る
た
め
に
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て

い
る
重
要
な
資
格
の
一
つ
で
す
。
今
年
度

は
、
電
子
科
13
人
、
機
械
科
１
人
の
生
徒

が
筆
記
試
験
を
受
験
し
、
全
員
が
合
格
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
普
通
旋
盤
作
業
技
能

士
、
品
質
管
理
検
定
、
危
険
物
取
扱
者
試

験
に
も
多
く
の
生
徒
が
受
験
し
、
合
格
し

て
い
ま
す
。

「ロボット競技⼤会」に挑戦します！
―塙⼯業⾼校⽣の○○に挑戦しますー

電機部
金田進太郎さん

 皆さん、こんにちは。機械科
３年の⾦⽥進太郎（かねだ・しん
たろう）です。今年度、電機部
の部⻑を務めています。本校、
電機部では⼯業⾼校のものづ
くりの特⾊を⽣かした各種⼤会
に出場しています。その⼀つと
して、⾼校⽣ロボット競技⼤会
があります。９⽉１１⽇（⽕）に、
福島⼯業⾼校で県⼤会が開催
され、上位⼊賞すれば全国⼤
会（⼭⼝県）への出場権を得る
ことができます。夏休み中、仲
間と協⼒しながら試⾏錯誤を
繰り返し、最強のロボットを完
成させ、県⼤会を勝ち抜いて、
全国⼤会で「塙⼯業⾼校」の
名を轟かせたいと思います。

塙工業高校へのご意見・ご感想・応援メッセージなどをお待ちしています。

■塙工業高校　☎　４３－２１３１

　　　　　　　Mail：hanawa-th@fcs.ed.jp

丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.04

第二種電気工事士の実技練習に励む生徒

資
格
取
得
指
導
も
充
実

第
二
種
電
気
工
事
士

　

７
月
12
日
（
木
）
に
、
塙
中
学
生
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
し
た
。
塙
中
学
校
の
３
年
生

68
人
が
来
校
し
、
機
械
科
と
電
子
科
の
概
要

説
明
を
聞
い
た
後
、実
習
を
見
学
し
ま
し
た
。

機
械
科
で
は
製
図
、
エ
ン
ジ
ン
、
制
御
な
ど

を
、
電
子
科
で
は
電
子
工
作
、
パ
ソ
コ
ン
組

み
立
て
、
画
像
処
理
な
ど
の
実
習
を
公
開
し

ま
し
た
。
見
学
後
は
、
学
校
の
説
明
や
生
徒

会
長
か
ら
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
中
学
生
の

真
剣
な
様
子
に
、
本
校
の
生
徒
も
魅
力
を
十

分
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
丁
寧
に

説
明
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
進
路
選
択

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
高
校
受
験
を

目
前
に
控
え
、
志
望
校
を
ど
こ
に
す
る
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
夏
休
み
に
高
校
が

実
施
し
て
い
る
体
験
入
学
な
ど
に
参
加
し
た

中
学
生
も
多
い
で
し
ょ
う
。
自
分
が
や
り
た

い
将
来
の
職
業
を
良
く
考
え
て
、
高
校
も
決

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
高
校
か
ら

工
業
技
術
を
身
に
付
け
、
大
学
に
進
学
し
、

世
界
で
活
躍
し
た
い

と
高
い
意
識
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
工
業

高
校
を
よ
り
詳
し
く

調
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
昨

年
度
は
、
本
校
か
ら

会
津
大
学
へ
進
学
し

た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

塙
中
学
校
の
生
徒
ら
が
体
験
入
学

技
術
を
身
に
付
け
進
学
も
可
能
で
す

塙中学校３年生の体験入学を実施しました。
進路選択の一助になって欲しいと、本校の
生徒たちも丁寧に説明していました

からの

挑戦
　

町
の
総
合
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
と
重
症
化
の
予
防
、
が
ん
の
早
期

発
見
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
健

診
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
体
の
変

化
に
気
付
き
、
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち

に
進
行
す
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

忘
れ
の
健
診
が
あ
る
方
は
、
健
康
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
今

年
も
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
診
内
容
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

①
特
定
健
診
（
40
歳
か
ら
）、
健
康
診

　

査
（
75
歳
か
ら
）
を
受
診
す
る
方
へ

②
会
場
で
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
すあなたの体のためにも必ず受診しましょう

■
受
診
録
の
事
前
記
入
に
ご
協
力
く
だ

　

さ
い

■
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
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「わっしょい！」のかけ声とともに一斉に走り出した若組

たち。神様の代わりとなって地区の家々を土足のまま駆け

抜けます。地区の方々も若組を拍手で迎え入れ、その足跡

は「神様が通った跡」として翌朝まで掃除されません。

花火の中を駆け抜ける若組

灯籠の灯りや太鼓・篠笛の音色が祭りを盛り上げました 「健康で丈夫に成長するように」と獅子頭に頭を噛んでもらいます 御仮屋で身を清め、いよいよ出発のとき

出発前の神事で周囲は神聖な空気に包まれました

心を静め、準備は万端

伊香おすわさま

地区の安全を願い

若組が家々を駆け抜ける―
　

７
月
14
日
（
土
）
に
、
１
０
０
年
以

上
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
伊

香
地
区
「
お
す
わ
（
諏
訪
）
さ
ま
の
お

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭

り
は
、
病
難
除
け
の
縁
起
行
事
で
、
毎

年
土
用
丑
の
日
前
後
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
13
日
（
金
）
深
夜
か
ら
地
元
若
組

が
伊
香
分
館
に
集
合
し
、
約
50
㌔
の
も

ち
米
を
つ
き
上
げ
、
ご
神
体
に
巨
大
な

鏡
餅
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

14
日
（
土
）
の
夕
方
か
ら
は
、
小
学

生
を
含
む
地
元
の
若
組
約
40
人
が
集
合

し
、
ご
神
体
が
奉
ら
れ
て
い
る
御
仮
屋

の
前
で
身
を
清
め
た
後
、「
わ
っ
し
ょ

い
！
」
の
か
け
声
で
一
斉
に
駆
け
出
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
や
、
子
ど
も
た
ち

が
山
車
を
引
い
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
、

若
組
は
伊
香
区
内
の
家
々
を
土
足
の
ま

ま
駆
け
抜
け
、
約
１
２
０
戸
の
家
を
、

午
後
11
時
ご
ろ
ま
で
か
け
て
走
り
続
け

ま
し
た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
こ
の
奇

祭
。
地
元
若
組
は
伝
統
を
守
り
、
後
世

へ
と
受
け
継
ぐ
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
走

り
続
け
ま
す
。

■
土
足
の
ま
ま
家
を
駆
け
抜
け
る

■
病
難
除
け
の
縁
起
行
事

奇
祭

今年初めて親子で一緒に走った
諏合宏⼆さん㊧・太暉さん㊨

（宏二さん）息⼦が社会⼈になる前に、
⼀緒に⾛りたかった。とても感動して、
いい思い出になりました。
（太暉さん）⽗と⼀緒に⾛ることができて
とても楽しく、いい思い出ができました。
これを胸に就職活動に向けて頑張ります！
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この模様は、

８月１２日（日）午後４時から
ＴＵＦ（テレビユー福島）で放送さ
れる予定です。ぜひご覧ください。



　

７
月
24
日(

火)

、
25
日(

水)

の
２

日
間
、
小
野
田
記
念
財
団
キ
ャ
ン
プ
場

(

片
貝)

で「
塙
町
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

町
内
の
小
学
生
34
人
、
中
学
生
５
人
と

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
人
で
す
。

　

猛
暑
の
中
、
参
加
者
た
ち
は
、
テ
ン

ト
設
営
や
『
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
（
食

材
を
見
つ
け
る
宝
探
し
）』、
食
材
を
組

み
合
わ
せ
て
の
夕
食
作
り
、
暗
闇
の
中

で
相
手
の
数
字
を
読
み
取
る
『
ナ
イ
ト

ゲ
ー
ム
』、
自
分
の
身
体
の
寸
法
を
も

と
に
、
広
場
の
全
長
な
ど
を
測
る
『
歩

測
・
身
体
測
ゲ
ー
ム
』
な
ど
に
、
楽
し

く
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間
の
経
験
を
通
し
て
、
参

加
者
は
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
夏
休
み

の
貴
重
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

第
24
回
塙
町
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

―
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
た
ー

夏の雄国沼は快晴♪　
—町民ハイキング大成功！—

　晴天に恵まれた 7 月15 日（日）、公民館主催の町民
ハイキングを行いました。小学生を含む参加者 41 人
は、雄国沼の湿原に掛けられた木道を散策し、雄国
沼休憩舎周辺のコースを軽快なペースで歩きました。

～塙町生涯学習だより～　８月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

ナタで薪を割る方法を学びます 白熱のサバイバルゲーム開始。何がゲットできるかな？

参加者全員、雄国沼休憩舎の前でパチリ！

木道の上で、ハイポーズ！

雄国沼湿原を散策する参加者

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

　７月 14 日（土）に「はなわ探検隊」の第３回
活動「ピザとアロマスティックを作ろう！」を、
那倉分館とあぶくま高原美術館、明日香塾（片
貝地内・旧矢塚分校）で実施しました。午前中は、
隊員が生地をこね、トッピングしたピザを那倉
区の小峰保広さん、小峰宗次区長の協力のもと、
石窯で焼いて食べ、お昼には美術館で開催中の

『柿沼安子写真展』や２階の鈴木清水先生の書、
杉三郎先生の絵画を鑑賞しました。午後は、会
場を片貝に移し、さとみ香房・八幡里美先生の
ご指導でラベンダーのアロマスティック作りを
行い、明日香塾の藤崎進一塾長の案内で、から
まつ峠を散策しました。
　自分たちで作ったピザの味も、アロマスティッ
クの香りも格別で、隊員たちは、塙の魅力を満
喫することができました。
　次回の探検隊は、矢祭山公園に行き、コケ玉
作りやスラックライン、ターザンロープ遊びに
挑戦します。

 はなわ探検隊第３階活動
創作活動を満喫！

　

８
月
は
「
こ
ど
も
祭
り
」
で
す
。
か
き
氷
や
水
ヨ
ー
ヨ
ー
な

ど
の
屋
台
ご
っ
こ
を
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

日
　
　
　

時
　

８
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
正
午

場
　
　
　

所
　

塙
町
公
民
館
２
階
和
室

費
　
　
　

用
　

１
家
族
３
０
０
円

持
　

ち
　

物
　

お
や
つ
・
飲
み
物

申

込

期

限
　

８
月
22
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
　

塙
町
公
民
館 

☎
４
３
―
０
３
２
０

８
月
の
な
か
よ
し
ル
ー
ム
参
加
者
募
集
♪

はなわスポーツクラブ
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この２日間でたくましく成長しました

８月号
　スポーツクラブでは、随時、
会員を募集しています。一緒に
爽やかな汗を流しませんか。詳
しくは下記までご連絡ください。

はなわスポーツクラブ通信

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

手作りのピザに舌鼓を打つ隊員

ラベンダーの香りに包まれます

日　時：平成 30 年 8 月 11 日（土）山の日

　　　　午前 7 時 40 分

　　　　（開会式：塙町営野球場）

会　場：塙町営野球場、塙町営運動場、塙中学校グラウンド

第10回塙流灯花火大会旗争奪野球大会 開催！

　6 月 21 日 ( 木 )、塙町営体育館アリーナでバドミントン大会を開催
し、14 人が参加しました。
　また、6 月 24 日 ( 日 ) には、塙町 3 チーム、棚倉町 5 チーム、鮫川
村 1 チーム、浅川町 1 チーム、須賀川市 3 チームの合計 13 チームが
参加し、インディアカ大会を開催しました。
　はなわスポーツクラブでは、毎週水曜日にインディアカ教室を、毎
週木曜日には、バドミントン教室 ( 一般向け ) を、それぞれ午後 7 時
から開催しています。興味のある方は、はなわスポーツクラブまでお
問い合わせください。

　7 月 1 日（日）古殿町民体育館やぶさめアリーナで、第 12 回福島県カローリング大会が開催され、はな
わスポーツクラブからは、4 チームが出場し、24 チーム中、優勝と第 3 位に入賞しました。
　9 月 2 日（日）に愛知県名古屋市で開催される第 25 回カローリングカップと、11 月 3 日 ( 土 ) から 6 日 ( 火 ) に
富山県で開催されるねんりんピックに福島県代表として出場します。はなスポチームの活躍にご期待ください！

はなスポ杯「第 20 回インディアカ大会」
　「第 17 回バドミントン大会」を開催しました　

はなスポ カローリングチーム 福島県代表として出場が決定！



おくやみ申し上げます

６月16日から７月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

生方ゐかう さ 
ん 88歳 常世北野

金澤　榮子 さ 
ん 92歳 中 塚

緑川　京子 さ 
ん 37歳 大 蕨

仁後　博一 さ 
ん 80歳 台 宿

小峰　久司 さ 
ん 84歳 中 塚

髙木　福雄 さ 
ん 91歳 那 倉

佐藤　みよ さ 
ん 96歳 宮 田 町

渡部タツ子 さ 
ん 67歳 桜 木 町

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に
　窓口に申し出てください。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

東
白
川
郡
内
の
消
費
生
活
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
消
費
生

活
の
悩
み
ご
と
や
分
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
　

時

　

平
成
30
年
８
月
16
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）
１
１
３
３

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
８
月
29

日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
て
、

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、
体

罰
な
ど
子
ど
も
の
抱
え
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
人
権
擁
護
委
員

お
よ
び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
　

間

　

平
成
30
年
８
月
29
日
（
水
）
か
ら

　

９
月
４
日（
火
）ま
で
の
７
日
間

■
時
　

間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

　

ま
で

■
電
話
番
号

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　

３
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
お
父

さ
ん
の
親
子
を
対
象
と
し
た
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。
野
外
で
の

運
動
遊
び
や
星
空
観
察
な
ど
、
父

子
で
体
験
活
動
を
す
る
時
間
を
提

供
し
ま
す
。
申
込
詳
細
は
、
当
施

設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

平
成
30
年
９
月
８
日
（
土
）
か
ら

　

９
月
９
日
（
日
）

■
会
　

場

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

■
活
動
内
容

　

自
然
の
中
で
の
運
動
遊
び
、
星

　

空
観
察
、
昼
食
づ
く
り
な
ど

■
参
加
費

　

子
ど
も
…
２
０
０
０
円

　

大
　

人
…
２
３
０
０
円

■
募
集
期
間

　

平
成
30
年
８
月
26
日（
日
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
２
４
８（
３
６
）２
３
３
１

　

放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
出
願
期
間
は
、
第

１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、
第
２
回

は
９
月
20
日
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
９
２
１
）７
４
７
１

　

平
成
31
年
３
月
新
規
大
学
な
ど

を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
28
年
３

月
以
降
に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
て

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計

画
の
あ
る
県
内
企
業（
２
５
０
社
）

と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

　

平
成
30
年
８
月
９
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■
会
　

場
　

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

■
内
　

容

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

・
合
同
就
職
面
接
会

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
労
働
局

　

☎
０
２
４（
５
２
９
）５
３
９
６

相　談
消
費
生
活
の
悩
み
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

ま
ち
振
興
課

　

次
の
日
程
で
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
所

得
状
況
届
を
受
け
付
け
ま
す
。
８

月
以
降
の
手
当
の
受
給
資
格
に
つ

い
て
確
認
・
審
査
し
ま
す
。
手
続

き
を
し
な
い
場
合
、
以
後
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
対
象
者

に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
時

　

平
成
30
年
８
月
14
日
（
火
）
か
ら

　

８
月
17
日
（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を

　

除
く
）

■
受
付
場
所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

　

１
階
小
会
議
室

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る

県
の
税
金
で
す
。
８
月
10
日
付
け
で

送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限

・
第
１
期
　

８
月
31
日
（
金
）

・
第
２
期
　

11
月
30
日（
金
）

※
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、

　

第
１
期
に
一
括
で
納
め
る
よ
う

　

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
８
（
２
３
）
１
５
１
７

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
試
験
会
場

・
男
子

　

平
成
30
年
９
月
22
日
（
土
）

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

　

セ
ン
タ
ー

・
女
子

　

平
成
30
年
９
月
29
日
（
土
）

　

郡
山
駐
屯
地

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
９
月
７
日（
金
）ま
で

■
試
験
日
・
試
験
会
場

　

平
成
30
年
９
月
22
日（
土
）

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

　

セ
ン
タ
ー

【
航
空
学
生
】

■
受
験
資
格

　

（
海
）
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

　

（
空
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

※
い
ず
れ
も
高
卒
見
込
者
含
む

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
９
月
７
日（
金
）ま
で

■
試
験
日
・
試
験
会
場

　

平
成
30
年
９
月
17
日（
月
）

　

郡
山
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）０
３
７
２

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
を

お
忘
れ
な
く

健
康
福
祉
課

平
成
31
年
春
入
隊

自
衛
官
候
補
生
な
ど

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

お知らせ

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

福
島
地
方
法
務
局

試　験 募　集

個
人
事
業
税
は
納
期
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い

県
南
地
方
振
興
局

放
送
大
学
入
学
生

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

パ
パ
チ
ル
☺
は
じ
め
て
の

キ
ャ
ン
プ
参
加
者

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

福
島
労
働
局

IP 告知システム使⽤料、
地上デジタル放送再送信
システム利⽤料の納付⽅
法が変わります    

　IP 告知システム使用料、地上デジ

タル放送再送信システム利用料は、こ

れまで NTT 固定電話や NTT ドコモ

の携帯電話料金と合算、もしくは納付

書で納めていただいていましたが、今

年度から他の町税などと同様に、金融

機関口座からの口座振替が可能になり

ました。対象者の方には、８月上旬に

関係書類を送付していますので、８月

末までに金融機関の窓口で手続きをお

願いします。

■問い合わせ

総務課　企画情報係☎４３－２１１１
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（町内 35 カ所）
片貝分館

７/12 0.07

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

７/12 0.07 ７/12 0.07 ７/12 0.09

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

７/12 0.08 ７/12 0.08 ７/12 0.08

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

７/12 0.07 ７/12 0.08 ７/12 0.09

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

７/12 0.08 ７/12 0.08 ７/12 0.08

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

７/12 0.08 ７/12 0.10 ７/12 0.10

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

７/12 0.08 ７/12 0.07 ７/12 0.08

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

７/12 0.09 ７/12 0.08 ７/12 0.11

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

７/12 0.09 ７/12 0.09 ７/12 0.10

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

７/12 0.09 ７/12 0.10 ７/12 0.09

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

７/12 0.08 ７/12 0.08 ７/12 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　　 / 時間

地上１㍍で測定

７/12 0.07 ７/12 0.08

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

７/12 0.07 ７/12 0.07

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します



Town Topics

　７月３日（火）　塙工業高校の現状などを知る
講演会が、塙農村勤労福祉会館で行われ、関係者
約３０人が出席しました。町議会と「福島県立塙
工業高等学校の存続に関する調査特別委員会」の
主催で、同校の佐藤浩正校長を講師に迎え開催さ
れました。講演会では、福島県教育委員会が策定
した「県立高等学校改革計画」による影響や、塙
工業高校を含めた高校の現状、さらには、今の日
本を支えているのは工業であり、塙工業高校の持
つ役割の重要性などを学ぶことができました。

　７月に上渋井字年久地内のハス田が見頃を迎え、
多くの観光客が訪れました。このハス田は、平成
２７年に地元の有志１７人が「ハスの会」を結成し「多
くの方に喜んでいただきたい」との思いで、遊休水
田を利用して整備を始めました。地元企業の協力や、
会員一人一人の奉仕的な作業で、荒れた水田を見事
なハス田に一変させました。４年目となった今年は、
見渡す限り華麗なハスの花が広がり、訪れた人たち
の心を癒していました。場所は熊野神社（上渋井）
反対側の案内看板に従って進んでください。皆さん
も、ぜひご覧ください。

塙工業高校の現状を知る
―塙工業高校 佐藤校長による講演会が開催―

町の新たな観光スポットへ
―上渋井地内のハス田に多くの観光客が訪れる―

きれいな駅で美しい町へ
―第７回ラブステーションプロジェクト―

皆さんのおかげでとてもきれいになりました

　７月２日（月）・３日（火）・５日（木）　塙町中高
連携第７回ラブステーションプロジェクトが駅前
で行われました。町の玄関口である駅周辺をきれ
いにしようと始まったプロジェクトで、今年で７
回目を迎えました。午後４時から塙中学校、塙工
業高校の生徒たちが、棚倉警察署、町総務課と連
携し、駅周辺の草むしりやゴミ拾いなどを行いま
した。参加した生徒たちは、暑さに負けずに、懸
命に駅周辺をきれいにしていました。なお、今年
も塙中学校美術部の生徒たちがインターロッキン
グに絵を描きますので、皆さんお楽しみに。

地域全体で明るく犯罪や非行のない社会を目指しましょう

見渡す限りのハスに訪れた人もびっくり

ハスの花言葉は「神聖」「雄弁」「清らかな心」 きれいなハスに思わずシャッターをきる人も

手作りの木道でハス田の中を歩くこともできます

講演会で塙工業高校の重要性を話す佐藤浩正校長㊨

　７月２日（月）　第６８回社会を明るくする運動
が、駅前や町内各学校で行われました。この運動
は、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更
生に理解を深め、明るい社会を築くことを目的と
した運動で、７月はその強化月間として取り組ん
だものです。保護司や人権擁護委員、塙町更生保
護女性会の皆さんをはじめ、関係者約５０人が声
をかけながら啓発品を配り、明るく安心・安全な
地域社会の実現のために、非行防止などを呼びか
けました。

安心・安全な地域社会の実現ために
―第６８回社会を明るくする運動―
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　塙町の皆さんこんにちは！ 塙町を
離れてはや 50 数年、昭和 37 年から３
年間、農業構造改善事業推進で町内を
走り回り、有意義な体験をしました。
その後、千葉県職員として働き、今は
市役所でプロパーとしてお手伝いして
います。
　私の住む国分寺市は、東京都の中心
部（重心）に位置し、武蔵野台地が広
がる地域で、東西に中央線が走り、新
宿まで約 20 ㎞（20 分から 25 分）、ま
た武蔵野線と西武線との連絡も良く、
通勤に便利なところです。市の北側を
五日市街道、玉川上水が、中央線沿い
南側に立川段丘（国分寺崖線）があり、
その南側は一段と低い平地（２m か
ら 18m）となり、崖線下からは、各
所に湧水があり、縄文や古墳時代の遺
跡も多くあります。
　この湧水群は、昭和 60 年に市街地に

残る武蔵野の面影などが評価され、環
境庁（当時）から「お鷹の道、真姿の
池湧水群」として「全国名水百選」に
認定されました。この湧水路に沿って
お鷹の道（当時の鷹狩り場）が通じて
います。
　この地の一角に、1200 年前の天平
13 年（奈良時代中頃）、聖武天皇の“国
分寺造営の詔”を受け、全国の 60 余
国に国分寺が建立されました。“造塔
の寺は国の華であるから必ず好所を選
んでその実が長久であるように”とあ
り、当地がその一つとして環境、学問
に 適なところであったようです。こ
れが地名の由来となりました。
　武蔵国分寺は、国府（現府中市）か
ら北へ２㎞の草原の平地、東山道武蔵
路（幅 12m）の東側に僧寺、西側に
尼寺を配し、その規模は、他国の２倍
以上とあります。ここには、金堂、経
蔵、ほか関連施設などが並び、なかで
も高さ 60m の七重の塔が目を引いた

とあります。この地域は、15.5ha（棚
倉町亀ヶ城跡の２倍）あり「武蔵国分
寺跡（大正 13 年）・附東山道武蔵路跡

（平成 22 年）」として、国指定史跡と
なっています。
　西国分寺駅近くに、武蔵国分寺公園

（11.4ha）が、国分寺駅近くには、殿
ヶ谷戸庭園（回遊式庭園）があり、お
鷹の道へと続き真姿の池近くには、万
葉植物園（万葉集に詠まれた植物を集
めた）、薬師堂、仁王門など、また今
でも残る保存林、玉川上水と併せ見ど
ころも多く、良きウォーキングコース
です。
　また、当地は国産ロケット開発に向
け、昭和 30 年、日本初のロケット水平
発射実験（ペンシルロケット）を、東京
大学教授糸川英夫博士が中心となり実
施し、宇宙への扉を開きました。成功
から 60 年、時を越えて「いとかわ」に
続き、小惑星「kokubunji」が平成 27
年に誕生（国際天文連決定）しました。
　昭和 40 年中頃は、平地の雑木林も
残り、野鳥類もたくさん生息する純農
村地域でしたが、都市計画法の施行に
より、開発が進み雑木林は年々減少し
ています。
　しかし、野鳥（ムクドリ、メジロ、
オナガ、ウグイスなど）も多く、春の
若葉や桜、湧水路近くでのホタル、秋
の紅葉、鳥のさえずりやセミの声も幼
少時の塙を思い出させてくれます。こ
のような緑あふれる武蔵野の古代天平
の史跡や文化遺産を大切に、再開発が
進む国分寺の街に誇りと愛着を感じる
今日この頃です。

私の住む街 国分寺
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
長
野

県
か
ら
嫁
に
来
ま
し
た
。
来
た
ば
か
り
の

と
き
は
、
周
り
の
人
の
言
葉
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
土
地
勘
が
な
い
た
め
出
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
友
人
が
い
な
い
た
め
、

お
し
ゃ
べ
り
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
と
、
辛
く
孤
独
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
「
全
然

分
か
ら
な
い
遠
く
離
れ
た
福
島
県
に
嫁
に

行
く
な
ん
て
無
鉄
砲
だ
な
」
と
、
若
さ
ゆ

え
の
行
動
力
に
驚
く
ば
か
り
で
、
周
囲
に

も
驚
か
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
々
と
子
ど
も
が
産
ま
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
４
人
の
お
母
さ
ん
に
な

り
ま
し
た
。
孤
独
を
感
じ
て
い
た
の
が
ウ

ソ
の
よ
う
に
、
に
ぎ
や
か
で
う
る
さ
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
う
る
さ

い
兄
妹
の
一
番
上
の
長
女
が
、
今
年
の
３

月
に
常
豊
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
子

ど
も
の
減
少
に
よ
り
、
常
豊
小
学
校
は
閉

校
と
な
り
、

後
の
卒
業
生
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
７
人
と
い
う
少
な
い
人
数

で
し
た
が
、

後
ま
で
立
派
に
や
り
遂
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
思
い
が
込
み

上
げ
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
と
言
い
ま
す

が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
は
発
熱
も
多
く
、

病
気
の
た
び
に
心
配
で
不
安
で
、
幼
稚
園

に
入
る
ま
で
は
、
長
く
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
仕
事
と
の
両
立
の
難
し
さ
に
イ
ラ
イ

ラ
す
る
日
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

大
変
な
時
期
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
し
た
。

病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
た
り
看
病
し
て
く
れ
た
り

と
、
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
同
居
は

大
変
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
助
け

て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た

り
と
、
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
う
こ
と
が

日
々
あ
り
ま
す
。

　

異
郷
の
私
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
塙

町
の
皆
さ
ん
に
、
私
の
で
き
る
こ
と
で
恩

返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
藤
田
瞬
華
さ
ん
（
常
世
中
野
）
で
す
】

　このコーナーでは、東京塙会の
皆さんの住む街のことや近況につ
いて紹介しています。

私の住む街Ｎｏｗ

「
冬
は
必
ず
春
と
な
る
」

青
あお と

戸 季
き よ こ

代子さん（常世中野）

職　　　業：会社員
趣　　　味：道の駅めぐり
好きな言葉：大丈夫

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 345-

犬

根
本 

丈
士
さ
ん

東
京
都
国
分
寺
市
在
住
（
西
河
内
出
身
）

-Vol.42-

【次回は、東京青梅市在住の

　　　　　星野芳枝さんです。】

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　 所

下重　　鈴
すず

ち
ゃ
　ん 猛 ・ 愛 美 ６／８       柳 町

佐藤　　陽
ひなた

く
　ん 俊 ・ 葵 ６／ 21 東 河 内

こんにちは赤ちゃん
６月１6日から７月１５日までの届け出

Aoto Kiyoko

心温まる善意に感謝（７月分）

■笹原小学校　様

３０，４５３円（西日本豪雨災害義援金）

西日本を襲った豪雨災害の支援と、東日本大震災での善意に恩
返しをするため、７月 13 日（金）から７月 19 日（木）まで、
児童たちが学校で募金を呼びかけました。預託いただいた義援
金は、日本赤十字社福島県支部塙分区を通じて日本赤十字社に
送られます。（左から）宮田秀利町長、鈴木羽多さん・鈴木穂さん・
柿沼舞菜さん（いずれも６年生／ JRC 委員会）、高宮教頭



300種5,000株が湯遊ランドはなわダリア園に集合

はなわのダリア祭 開催中

■問い合わせ　塙町観光協会　　　☎０２４７（４３）３４００
ＨＰ：http://hanawa-kanko.com/

 塙町では、平成３０年８⽉１⽇（⽔）から１０⽉
３１⽇（⽔）まで、「はなわのダリア祭」を開催し、
期間中は各種イベントを予定しています。皆さん、
ぜひこの機会に、はなわのダリアを⾒て、楽しい
時間をお過ごしください。イベント情報などにつ
いては、塙町観光協会までお問い合わせください。

◆１０⽉３１⽇（⽔）まで
 湯遊ランドはなわダリア園で、華麗なダリアを
ぜひご覧ください（⼊園料 350円）。来園者には、
湯遊ランドはなわの⼊浴割引券を配布。また、期
間中の⼟・⽇・祭⽇は、JR 磐城塙駅から無料送
迎⾞を運⾏します。

◆８⽉２５⽇（⼟）ダリアブーケ教室（有料）
－⻘⼭フラワーマーケット店⻑直伝－
湯遊ランドはなわダリア園内（午前１０時から・要予約）
参加者全員に剪定ばさみプレゼント

◆９⽉３０⽇（⽇） フェルトでダリア（有料）
－ダリアのフェルトフラワーづくり－
湯遊ランドはなわ古⺠家（午前の部：１０時／午後の部：
１時３０分から・いずれも要予約）

など、ほかにもイベント盛りだくさんです。ぜひ、
華麗なはなわのダリアをお楽しみください。
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　町　　県　　民　　税　　２期
　国 民 健 康 保 険 税　　２期
　後期高齢者医療保険料　　１期
　介　護　保　険　料　　２期
　納　期　限　　８月31日（金）
◆口座振替日は８月2７日（月）です。

８月5日（日）
車 田 病 院
☎４３―１０１９ 8月26日（日）

あらまちクリニック
☎３３― ８０１８

８月11日（土）
おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８ 9月2日（日）

つちやクリニック
☎４３―２２５０

8月12日（日）
塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５ 9月9日（日）

金 澤 医 院
☎４６― ２３１２

8月19日（日）
木 村 医 院
☎４６―３５２８ 9月16日（日）

和 田 医 院
☎３３― ２０１２

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,384人（－ 6）　世帯数 3,291世帯（－ 7）
　女性 4,493人（－ 10）　　　（　）内は前月比

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。
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内
堀
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ダ
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の
栽
培
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ど
を
視
察
さ
れ
ま
し

た
（
２
・
３
㌻
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そ
の
際
、
ダ
リ
ア
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栽
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況
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ど
を
地
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お
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し
協
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隊
の
２

人
が
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寧
に
説
明
し
、
自
慢
の
ダ
リ
ア
を

花
束
に
し
て
内
堀
知
事
に
贈
呈
し
て
い
ま

し
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２
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、
朝
早
く
か
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夜
遅
く

ま
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ダ
リ
ア
の
栽
培
、
出
荷
な
ど
繁
忙
期

を
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え
て
い
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。
２
人
の
努
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が
花
咲

く
の
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
▼
毎

年
恒
例
の
「
伊
香
お
す
わ
さ
ま
」
に
、
今

年
も
取
材
で
お
邪
魔
し
ま
し
た
（
10
・
11

㌻
）。
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
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ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
相
変
わ
ら
ず
の
迫
力
で
し
た
。
今
年

は
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模
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レ
ビ
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入
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カ
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や
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で
と
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に

ぎ
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な
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ご
覧
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だ
さ
い
。
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）

広報はなわをスマートフォンへ配信中

●休日の当番医 ●今月の納税など

●町の人口　８，８７７人（７月１日現在）
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